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ピエール@ロティ『ロティの結婚』
一民族学者的な眼差しとフランス領ポリネシアー
カバ・加藤 メレキ
1.はじめに
フランス領ポリネシアの中でもタヒチを地上の楽観として表象したテクストの一
つに Fロティの結婚~ (1881年)がある。フランス人作者口ティが諮る英国軍人と
タヒチ女性の「タヒチ風の結婚j の話である。テクストはジュリエット・アダンの
『ヌヴェー)v.ルヴ、ユ』紙上に1880年1月18と15日そして2月18と15日にモーパ
ッサンによる賛美の評価とともに掲載されたl。後に1898年にオペラ・コミックで
ミュージカルとして上演されるなどフランスでは発表当時から人気を博した。従来
ロティのエキゾチシズムやテクストの現地女性表象を中心に論じられてきたこの作
品は「太平洋の異人種間恋愛護J2とみなされてきた九日本では末松欝を除けばロ
ティの日本題材作品に関心が集中する伝統の中では、『口ティの結婚』は置き去り
にされてきたと言える40
末松は日記・手紙・逸話などから構築されているこの作品の形式について分析し
ている。『ロティの結婚』を「構成するのはまさに雑多な生活の出来事、身辺雑話
であり、それらは初めと終わりに対して緊密な関係を持たない。それらの問に連続
性もない」とし、テクストの「断片性j を指摘している。同氏はこの作品を「一種
の f小説J として位置づけ、 19世紀後半において小説は文学的な創作よりも読者
の未知の世界について知識を伝えるリポートだ、ったという論点からこの作品が英国
に関する f報告Jであると論じているに
末松によって以上のような形式に焦点が当てられてきたものの、これまでのとこ
ろ作品の詳細な内容は看過されてきた。そこで本稿はテクストの綿密な分析を試み
る。とりわけ観察的な語り手口ティが現地の生活・文化・風物・社会政策・家族制
度・言語に関する情報を記録する姿勢を考察する。関谷公二が作家ロティを「民族
学の先駆者J6と位置づけているが、そうした特徴がテクストにおいて如何に現れ
ているか検討する。それによって今まで断片的だと解されてきたテクストにおける
口ティのタヒチに対する民族学的な眼差しの持つ一貫した問題性を明確にする。ま
たフランス人である作者がフランス領ポリネシアを舞台に、大英帝国海軍「口ティ」
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という主人公を描く行為は、当時の英仏関のタヒチをめぐる関係とどのように絡み
合っているのかを明らかにするのが本稿のもう一つの狙いである。
2. r僕たちのあのばかげた植民地文化Jと「僕jの位相
のちにフランスの植民地となるタヒチは16世紀以降、フランス本国からの宣教
師や旅行者の見聞記録によって語られるようになった。 19世紀におけるタヒチの
イメージは、 1842年に始まるフランスによる支配以降は特に『口ティの結婚』の
影響に大きく左右された。それはロティの影響を受けてタヒチに移住したゴーギャ
ンやゴッホなどのケースからも窺える。発表当時広く読まれ、画家たちにも強いイ
ンスピレーションを与えた『口ティの結婚』は、 19世紀フランスにおける(太平
洋の地上の楽園)というタヒチに対するイメージの枠組みのなかで無視できない存
在であった。
作家ロティ(本名ジュリアン・ヴィオ)はフランス海軍士宮として、非西洋世界
の文明化・西洋化の最前線で活躍した。西洋諸国の植民地と化していくタヒチに西
洋の文化が浸透していく現象を、ロティは自らもそれに加担しているにも関わらず、
嫌悪と批判の対象とする。そのようなロティの姿勢は、自らのタヒチにおける存在
を否定するかのようなものだと言うことができる。末松露及びE. 1.ヒュー ズ7はこ
うした点をロティの矛盾として指摘してきたが、その内容についての分析は欠如し
ている。この矛盾、すなわち、自らのアイデンティティーを否定するかのようなロ
ティのこの姿勢を本稿ではく自己の透明化)と言い換えたい(ロティ作品における
作者ロティと主人公ロティがきわめて近い存在であり、多くの先行研究では作者ロ
ティは主人公ロティと需一人物として扱われてきた。本稿もその二人の区別が必要
ではない眼り、先行研究の姿勢を共有する)。口ティの(自己透明化)は、この作
品では主に三つの傾向を内包している。まず、西洋人というアイデンティティーの
否定から生じる現地入との自己同一化である。つまり、西洋人である主人公ロティ
が意識的に現地人のように振舞おうとすることである。次はフランスの軍人という
身分に対して可能な限りなされるカムフラージュである。実際、作家ロティはフラ
ンス海軍の軍人としてタヒチに派遣された。しかし彼は自らのタヒチ体験を大英帯
国の軍人として書いている。さらにその軍人という権力者の特権的な地位は作品に
おいて前景化されず、逆に隠蔽されている。主人公ロティは観光客のような存在と
して語られている。そして最後はフランス人という立場の隠蔽によって現れるイギ
リス人化(フランス人というアイデンティティーの否定)である。タヒチがフラン
スの植民地と化する時期において、フランス人のタヒチ体験をあえて英昌人のもの
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として書き換えるのは偶然とは考えられない意図的な行為であると思われる。
ところで、このようなロティの(自己透明化)は、日本やトルコを題材とする彼
の作品にも共通する特徴である。したがって、私たちは『ロティの結婚』において、
彼の自己透明化が帝国主義者・植民地支配者としての彼の位置づけを揺るがしてい
るさまを観察することで、ロティの全体像の刷新が可能であると考える。
まず、タヒチに対する植民地文化・帝国主義の営みを批判するロティの姿勢をテ
クストにおいて確認しよう。
この夢の盟、彼にその妖気をいつまでも持たせておくためには、僕の指先を
触れてはいけなかったのかもしれません。
それにまた僕の周囲の人間どもが、詩情という詩情に、彼らむきだしの無感
覚さ、愚純さ、ふざけ半分の悪口などを投げかけ、いたるところにその低級な
お人柄だの、卑俗きはまるお説だのを曳きずりまはって、彼ら流の仕草で島を
見せてくれるのですから、僕のタヒチもだいなしです。おまけに僕たちのあの
ばかげた植民地文化、僕たちのあらゆる因襲、あらゆる習慣、あらゆる不徳が
はひりすぎて、野趣はまったく過去の習俗、伝統とともに地を払ってゐるので
す。 (12)
本来、野趣と伝統と独特の雰囲気をもっ「夢の国」である非西洋世界に対して、
「不徳Jに冒された西洋世界に属する「僕Jは、実のところ「指先を触れてはいけ
なかったJという。口ティの言説には、帝国主義の拡張政策の結果として西洋化し
ていく非西洋世界の変容に対する抵抗とも弁明ともつかない姿勢が明らかに読みと
れる。その背後にはタヒチにもう「指先をふれてJしまったこと、つまりタヒチを
植民地化するプロセスに自らも加担してしまったことのへの反発ないし嫌悪感が表
れている。とりわけ注自したいのは、「僕たちのあのばかげた植民地文化Jという
表現である。ここには、一方では自分を侵略者側に明確に位置づけ、また他方では
その植民地主義者側の文化が「僕のタヒチ」に浸透していくことへの反発が表され
ている。このような矛盾した姿勢はどのように解すべきなのだろうか。ロティにと
って帝国主義の批判すべき点は支配や権力の問題ではない。問題は帝国主義の所産
である西洋文化の「あらゆる因襲j や「あらゆる習慣」、そして西洋文明の疫病が
非西洋世界の文化・宗教・信仰・風景、さらに生活や身体を犯すことである。その
ために、タヒチの「野趣は全く過去の習俗」になってしまうとロティは嫌悪感を吐
露する。非西洋に対する西洋化のフロセスはロティにとって容認しがたい現象であ
り、自分がその営みの共犯者であることはそれ以上に受け入れられないものである。
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だから彼は作中の主人公の背景を可能な限り隠蔽する必要があった。それが自分の
アイデンティティーの否定につながり、彼の自己透明化をもたらしたのである。そ
の隠蔽によって、ロティが西洋人としてよりもあたかも現地人のようにふるまうこ
とが可能となり、現地文化を滅ぼす西洋文明に違和感を唱えることが可能となった
のである。
帝盟主義批判言説の中では、特に疫病が植民地に伝染する現象がしばしば問題化
される。このテクストにも「内新王」ポマレV世(結末に死ぬ)を初め王家の多数
が西洋から伝わってきた病気や酒に毒されていくという設定がある。王家の後継者
が西洋の病を患うことによって絶滅するのは単なる物語中のディーテールではな
く、作者が作品の狙いとして描こうとする極めて意識的な設定である。実際、
1880年代にはいわゆる(西洋的な病気)のためポリネシアの人口はすでに70パー
セント以上も減少していたという事実をここで思い起こさなくてはならない8。ロ
ティの上記のような描写は、非西洋世界の文化だけではなく生の身体までもが西洋
文明によって喪失されていく過程を写し取ったものだと言うことができる。
宗主国と植民地の関係について、テクストでは西洋人のタヒチに対する眼差しへ
の批判がおこなわれていることに注目したい。ロティのテクストにおいて西洋人の
タヒチに対する眼差しへの批判二点とその超克として提示されるタヒチに対する理
想、のイメージを指摘しよう。まず、(むろん男性である)西洋人たちがタヒチに
「物質的欲望の満足と宮能的快楽j を求め、西洋文化に汚染された海岸地方で「半
可な娘達に取巻かれてJ暮らしながら、それをタヒチ本来の生活と誤解している限
差しが批判されている。つまりロティはく宮能の対象としてのタヒチ)という認識
に対して違和感を見せている。そのような人々は、島の魅惑については何一つ解し
ていないとされている。次に「芸術的な限」でタヒチを見、この島を芸術のインス
ピレーションとして理解する(芸術の対象としてタヒチ)という眼差しに対する非
難である。極端なエキゾチシズムを前提にした芸術的な理想化に幻惑されたそのよ
うな眼差しはこの島の価値を見えなくさせるとロティは言う o そして、原始的な風
景こそがタヒチの魅力だとする理解が理想化されている。それを以下の引用でみて
みよう。
パペエテを遠く去って、鰯やかな丈高い榔子の樹におほはれたところ、文化
の未だ及ばざるところ一一紗?とたる広大無辺の太洋に臨んだ一一一タヒチの諸地
方ーたこのきを屋根として村村一一珊瑚の浜辺へと辿ってみたまえ。一一不動
のままで夢を追ふこの土人たちをみたまへ。一一頼り生きるものとでは、ただ
摂想、の意識のみが思はれる、この沈黙と無為と、関暇との人人のむれを、そこ
??
ここの大木の陰に眺めたまへ。 (38-39) 
テクストが「乙女のOJである(官能の対象としてのタヒチ〉、そして西洋の
(芸術の対象としてタヒチ〉という盟差しを否定したうえで、原始的な光景を賛美
していることが明確に読みとれる。西洋文明の浸透に嫌悪感を抱く作者ロティが肯
定的に認めるのは、タヒチの持っている西洋 f文化の未だ及ばざるところ」である。
つまり、テクストの中で「不動のままで夢を追ふこの土人たちjが「たこのきを屋
根j としながら生活する村々の風景とそがタヒチであり、西洋化していない非西洋
世界にこそ価値があるとされている。ロティが理想化するのは(プリミティブなタ
ヒチ〉または原始的なタヒチの風景である。明らかに(プリミティブなタヒチ)の
風景は、植民地文化とは無縁の原始的な空間である。ロティは(プリミティブなタ
ヒチ)を体験し、(原始的)な生活をするためにこそタヒチに滞在するのであるし、
それこそがロティの原始趣味である。その帰結として作中の舞台は常に植民地文化
の顕著な海岸地方よりも内援の原始的な風景に設定されており、主人公の「口テイ j
と「ララフj はそのなかでしか十全に存在することができない。
しかし、そのような原始的な風景は植民地文化の浸透によって絶滅し始める。そ
れこそがロティが批判する非西洋に対する植民地化、つまり原始的な風景の喪失で
ある。ここまでのところ本誌では植民地文化・西洋文明によって地方色が絶滅する
現象への批判を口ティにみてきた。以下ではさらに一歩進んで作品がフランスのポ
リネシア政策を潟蔽された形で批判している点に注目したい。
作品の主人公ロティは大英帝器海軍候補生と設定されているにも関わらず、これ
までの読解のなかで彼はフランス人として扱われてきた。それは、従来の解釈が舞
台設定となるタヒチの歴史的政治的背景をほとんど無視してきた結果にほかならな
。、 、???
テクストに挿入されているララフの手紙の中に「あなた〔ロティ〕は去った、愛
するあなたはフランスへJ(165)とある。しかし、英菌人の主人公ロティの帰国
先は英国のはずである。この不一致からは、作者のタヒチ滞在中の日記を基に作品
が書かれた際、帰盟先をフランスから「イギリスj に書き直すのをロティがこの箇
所だけうっかり忘れたことが推察できる。これは末松論(131)も指摘していると
おりである。またこの不一致が、単なる書き直し忘れないし不注意に留まらず、ロ
ティが自己の体験を基にしながらも、フランス人としてのアイデンティティーを否
定し、イギリス人としての物語を再構築したということも窺うことができうる。
フランスとは無縁の主人公、大英帝国の軍人口ティはイギリス人というアイデン
ティティーのうえでタヒチに滞在している。宮廷の舞踏会でもタヒチ女性が「一人
?
?
の英国人の大佐の腕J(43)の中で踊るし、ララフが口ティと喧1I華をした時には彼
の「英国製の肌着Jを引き裂いてしまうほか、ロティとその周りの西洋人が大英帝
留の軍服姿でタヒチを出歩いている様子も言及されている。彼らはタヒチ女王に歓
迎され、自由に宮廷に出入りできる存在として描かれている。女王は初対面から英
国海軍のロティに対して特に親しみを込めて交流し、ララフを彼に結婚相手として
薦める。特に注目すべきは初対面の際、自国語以外の言語は決して使用しない女王
が大英帝毘のロティに英語で rWelcomeU と歓迎の挨拶をする点である。西洋言
語の中でも1842年にタヒチを支配下に入れたフランスではなく英国の言葉を女王
が話すという行為は単なる偶然だ、ろうか。
実際ポマレIV世(1813-77、即位1827'"'-'77年)は次第に顕著になるフランス
の植民地政策に抵抗していた。日世紀初頭からタヒチは英国と強い友好関係を持
っていた。さらにポマレIV世は部位当初の1836年に(フランス側から見れば)、
池田節夫が明らかにしているように「イギリス人宣教師プリット・チヤードの愚か
な意見に従い、フランス人宣教師カレとラヴァルの滞在を拒否して、有害外毘人と
して追放する」にそして、フランス臣民に対するこの無礼の損害回復を求めたフ
ランスがポマレに「謝罪に加えて、スペイン金貨二000ピアストルの支払いとフ
ランス国旗の下で二一発の礼砲を要求したj 大事件もあった。つまり最初から英国
寄りだ、ったポマレIV-肢とフランスとの政治的な関係は、フランス人が一般にj思い
浮かべる友好的な楽園のイメージとは逆に、かなり問題を苧んでいたのである。そ
のようなポマレの「宮廷主アリイフェテは、全然廃棄せられた〔廃棄された〕政治
的役割を演じてJ(31)いた、と作中に記すロティは権力をフランスに奪われた女
王の無力な立場を意識している(例えば「かうした群島が進んでその独立を放棄し
たと同時に、自分もその独立を失ったのであるJ(94) と書かれている)。ポマレ女
王は大英帝国の保護を要求する手紙を英国に送ったが、その手紙はフランス海軍の
手に落ち、ポマレの計画は水泡に帰したという歴史的背景も看過できない100 テク
ストにはとのような英仏とタヒチの関の三角関係が投影されているのである。結果
的に長年の抵抗のあげくタヒチは1880年にフランスの保護領となり、フランス支
配を余儀なくされた。しかし、同年に発表されたテクストは発表当時にはすでにフ
ランス領となっているタヒチという空間を舞台にしながら、英国人を歓待するタヒ
チを語っているのである。ここからはフランス人側よりもタヒチ人の側に偏ってい
るロティの姿勢が窺える。タヒチをフランスではなくイギリスに近い存在として描
くことは、島民及び女王の実際の願望に耳を傾けた営みであったと言うことができ
ょう。その行為は暴力的にタヒチをフランスに帰属させたフランス海軍及び政治界
への隠された反発だ‘ったのかもしれない。この行為は、軍人でもある作者ロティが
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いかにも当時の英仏関の政治的な葛藤を強く意識していたことを示唆している。
しかし作品は、従来フランス領ボリネシアを語るフランス入の作品として美化さ
れ、その主人公がイギリス人であるという設定は無意識的とも言えるような形で隠
蔽され、忘却された。作品は地上の楽園タヒチのフランスへの!帰属が美化される過
程において親仏的なタヒチ及び口マンスの舞台であるタヒチとして転用され、現在
までその路線の上で読まれてきたと考えられる。
またロティの帰国後ララフ(=タヒチ人)が彼に未練を持ちながらフランス人の
愛人となるという設定も以上のような三角関係とは無縁ではない。このセッテイン
グはいかにもポマレIV世が英国の保護を望みつつ、フランス支配を余儀なくされ
た歴史的背景を皮肉にも示しているようにみえる。作中の英国人を愛しながら作品
末の示唆するところではフランス人のものになるララフと、英国保護を願望しなが
らフランス支配を仕方なく受け入れる女王ポマレの置かれた状況は相似的である。
このような考察からすると、ロティは単純に帝国主義者または植民地主義者だと
断言できない部分をもっ。彼は非近代的で原始的な非西洋世界の風景そのものに対
する強い執着を持っており、その風景が喪失される危険自体が彼の植民地主義批判
を惹起するのである。
以上の考察から、作者が異国'捧緒にi波紋できないような同時代の政治性を『ロテ
ィの結婚』に取り入れているととが明確に指摘できるであろう。もちろんテクスト
がロティの自己透明化の面では問題を苧んでいるのは確かである。しかしこの作品
を中心に考えると、ロティを帝国主義・植民地主義の単純な協力者だ、という見方は
必ずしも有効ではない。彼はハイブリッドな帝国主義者であり、帝国主義に加担す
る一方で、その営みに疑問を投げかけるもう一つの姿勢を保持していたことが確認
できる。
3. r断片イじした「小説Jが目指すエスノグラフィー
このテクストにおけるタヒチの地方色への関心は極めて高いものであるが、それ
と「恋愛謂jの関係性は、作品の主題は何かという潤いにとって重要な問題である。
テクストの中心だとされてきた恋愛の存在が実は極めて疑わしいものであることを
以下に見てみたい。ただし後述するように恋愛の不在は作品にとって必ずしも欠点
ではないと考えられる。
従来マオリ女性「ララフJと軍人 「ロティ」の出会い・ 「結婚J ・別離はロマン
スとして理想化されてきた。しかしその関係は、ララフの友達テテゥアラが「この
官険に乗出すことを、私〔ロティ〕にひどく熱心にすすめJ(23)、タヒチ女王ポ
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マレIV世が口ティに「結婚」相手としてララフをすすめることで成立する契約結
婚である。最初から二人の関係は恋愛ではなく、ロティが心にもなくララフを与え
られたことによって成立したものである。
しかし、それは西洋のタヒチ表象の系譜においてけっして新しい傾向とはいえな
い。ロティ以前にタヒチを訪れた西洋人サミュエル・ヴォリス11、ブーガンヴィル、
ジエームズ・クックなどは、タヒチ人が来客を出迎える際に女性を提供するという
記録を残している。ロティも自分に「申しだされた結婚は、単なるタヒチ風の結婚
でJ(25) あり、一生涯続く西洋キリスト教的な結婚では決してなかったから女王
の進めるようにララフをもらうのである。またララフの養父母も彼女がパペエテで
身を売らない限りそのような結婚には反対しない。結局ララフの親の死後に二人は
同棲生活を始め、「彼女〔ララフ〕の夢は完成したのであるJ(112)。つまり二人
が結ぼれることはロティよりもララフの望みだとされている。
ララフはロティに対して深い愛'情を持っており、そのあまりに、舞踏会でロティ
が別の女性と踊ると嫉妬に駆けられて彼をその場から無理矢理に連れ出す。また彼
の出張中に絶えず手紙を送り、彼のために英語も身につける。最も注目すべきは、
ロティに置き去りにされた後もロティを愛し続けけるララフは寂しさのあまり生活
が乱れ、島の最も堕落した女性となっていくとされていることである。すなわちラ
ラフは二人の関係を一時的なものだと承知していながらも、彼との関係を西洋的な
結婚と同様の精神的な永続性をもったものと認識していたことが明らかに示されて
いるわけである。
一方でロティはララフが別離に耐えられないと知りながら彼女およびタヒチから
航れる。この行為が彼のララフに対する感情の薄さを暴露している。さらにロティ
は二人の関係を f兄弟j として考え、その恋愛の欠如を証拠付けるような認識を示
している。
私たちは午睡のためにともに青草の上に身を横たへ、ララフはその両腕をま
はして私の体をいだき、かうして私たちは並んでまるで兄と弟 (commedeux 
freresJのやうに、まどろみにおちるのであった。 (29)
ここで作者口ティがララフと自分を「まるで兄と弟のようにJと言及しているこ
とからも、二人の恋愛及び性的関係が欠如しているように思われる。さらにロティ
が現地女性と一緒に水辺で過ごす時間を「喜劇J(29) であると一つの演技にたと
えている。ここには水辺で横たわる男女というロマンスよりもタヒチ女性と親しく
交流し、現地人の生活の中にまで溶け込もうとしているロティの姿が垣間見える。
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ほぽ同一人物にみえる作者ないし主人公ロティの目的は、特定の女性との恋愛ない
し「結婚Jではなく、現地人の生活の観察なのである。だから英国人口ティはララ
フが自分の眼前で中国商人にキスされても何一つ嫉妬心や反発をみせない。前述し
た舞諮会のララフが嫉妬するシーンでさえ彼の方はララフの友達アリイテアという
)3IJの女性を夢見彼女を欲している。ララフと付き合いながらも別の現地女性に対し
て性的欲望を持ち続ける口ティのこの行為は、彼のララフに対する関心の浅さを表
している。さらにララフと彼の関の肉体的な交渉は皆無に等しい。口ティはララフ
という女性に特別な感情を抱いているのではない。皮肉なのは、タヒチの女性とい
う枠組みのなかでララフは別の女性(アリイテア)と醤き換えられる存在に過ぎな
いということである。
ここで付け加えておくと、西洋男性中心的な読者からすれば、現地女性から無償
の愛を受けることは自己優越感の獲得をもたらしたうえで、もう一歩踏み込んでロ
ティが現地女性に愛J情を抱いていたかを問うことを妨げてきたのではないだろう
か。加えて、タヒチという地理的空間と男女のロマンスを同一視する伝統にからめ
とられた先行研究者及び読者の想、偉力が、タヒチの地上の楽園イメージに必然的に
恋愛物語を見出そうとしたことも大きいと考えられる。さらにテクストが発表当時
博した人気を考患に入れると、恋愛物語は作者が意図的に前景化した要素であった
と考えることもたしかに可能であろう。
しかしながら、本稿で述べてきた恋愛不在論の立場に立つとさ、あらためて作品
の主題は何かという疑問が生じることになる。その答えの糸口としてまずララフの
ラブ・レターの考察に入りたい。テクストには数回にわたってララフのロティへの
手紙が挿入されているが、その活字の特徴そして形式こそが最も問題を苧んでいる
ところである。面白いことに、ララフの手紙はマオリ諾の表記にフランス語の翻訳
を付した形式で、すなわち同じ頁に現地言語の表記とフランス語訳を並列するスタ
イルで提供されている。つまり手紙は、愛を語るという名呂の下で実際は現地言語
に関する資料の役割を果たしている。そこに現れているのは一人のマオリ女性の物
事に対する考え方だけではなく、マオリ族の代表的な世界認識であることに注目し
たい。要するにテクストにララフの手紙を挿入することは、現地や現地人に関する
言語学的・文化的な資料提供だと理解できる。
タヒチ風の結婚という二人の短期間の開棲生活は、ロティがララフを媒介にタヒ
チの日常生活を体験するための仕掛けである。それによって口ティは、コミュニテ
ィーの外部者というレッテルを脱ぎ捨てて現地人の生活の中に入り込む内部的な存
在になろうとしている。現地人の生活・文化・信仰などあらゆる側面を自ら観察し、
そして書き記すという目的がこの f結婚j の根底にある。先に触れた、ララフが娼
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婦にならない隈り両親は彼女の男性との如何なる交際にも何ら異議を唱えないとい
う現地の性をめぐる道徳観が著されている事例も、その一環である。全体的にテク
ストはフランス領ポリネシア特にタヒチの結婚文化や人間関係などに関するデータ
を詳細に提示するという目論見の上で書かれている。そのようなロティの異文化へ
の眼差しについて岡谷公二は次のように語っている。
自分たちと異なった人々の風俗・習慣に対する強い好奇心、西欧の価値基準
や見方を当てはめようとせず、相手を丸ごと受け入れてレまう態度、なにもの
にもわずらわされない理解力、プリミティヴな人々と事象に対する共感、さら
には語学力一一たとえば、イースター島寄港の時、タヒチ滞在にそなえてマオ
リ語を学んでいた一一、相手に惹きつけられると同時に、相手をも惹きつける、
臼く言い難い彼自身の魅力もそこには加わっているだろう。作家的感性?いや、
私はこれをむしろ民族学的感性と呼びたい120
口ティはエスノグラフィーの専門家と言うよりもアマチュアであることは言うま
でもない。「民族学的感性」をロティに見出す岡谷は、彼の民族誌的記述が相手を
支配する対象と見なすよりも丸ごと受け入れる眼差しを持っているとしている。岡
谷が言うように、西洋の価値観を異文化に強いるよりも相手をそのまま受け入れる
姿勢がロティの作品の多くに共通して見られる。しかし『口ティの結婚』の場合、
さらに付け加えなくてはならないのはロティのタヒチェスノグラフィーは相手を観
察する「民族学的感性Jに留まらず可能な限り現地人のように振舞おうとしている
点である。つまり『ロティの結婚Jのロティは外部で傍観者として存在していると
いうよりもタヒチのコミュニティーの内部に入ることを試みている。このことが意
味するのは、ロティが客観的な観察者としての立場からではなく、現地人と同化し
たいという欲望を満たすために、タヒチのエスノグラフィーを書いたと考えられる
ということである。このような観点からロティの民族学的なタヒチ記述をもっと探
ることにしよう。
たとえば、口ティが愛するララフを描く際に特徴的なのは、パートナーを見る恕
が男性の眼差しよりも、収集家が手に入れた珍品を桃めるような姿勢であることで
ある。その様子をロティ自らが f彼女は十五歳の子供ではあったけれども一一自分
がロティの限には、ただ珍しい生きものとして、あるひはぢきに忘れられてしまふ
ほんの一時の慰みものとしか、映ってはゐないかと考えてゐた...J (74)と言及して
いる。ララフは間違っていた、ロティは彼女を愛していた、という記述がその次に
書いてある。確かに、 fただ珍しい生きものとして」ララフを眺めるロティの姿は
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文字通りに読むと否定されている。しかし前述したように、作品全体において彼女
はタヒチ文化や生活様式を体験 ι 観察するための媒介となっている。テクストには
ララフの内面描写が現れず、ただマオリ族を代表する身体として彼女のいわゆる特
徴が分析されている。ララフはその民族の生活様式を呉現化する人物として対象化
され、それがゆえにロティの関心を惹いているのである。 fララフは赤黒い践を持
っていてJその皮藤の赤さはアメリカの「インディアンj と類似していると比較考
察されている。 f彼女の鼻は、アラビア風の容貌によくあるやうに短くほっそりと
しているJ0 r下唇には、マルキーズ群島の女達のやうに微かな三本の小さな青い横
線。そして額には花冠をあらはしたはるかに蒼い刺青。とりわけ、彼女にあってそ
の種族の特徴を物語ってj いるのである。要するにロティの額差しにおいてララフ
は、誰でもよいタヒチ女性のサンフルそのものである。
繰り返しになるがそのような意味でロティとララフとの関係は恋愛詩とはかけ離
れたものである。それは如何にも民族学者が現地人の風習を観察・記録するために
現地人と共再生活を行うという研究調査方法に似た形式である。たとえばロティの
マオリ語学習の事例をみてみよう。口ティは「ララフの留語を話すために一ーさう
して、彼女の想念を一一どんなに奇妙な、どんなに意味深いものをも一一理解する
ために」マオリ語を学ぽうと決心したのである。しかし、その学習の目的がララフ
を理解することであるという口実に疑問を抱かせるのは次のくだりである。 f最初
に私は、マオリ族の古い宗教上の神秘な単語ー一一次に、彼の地では夜の漠然とした
様々な恐怖一一自然の幽遠なひびきや想像力のほとんどおよびもつかぬ数々の夢を
表現してゐる陰欝な、戦探すべき、翻訳の不可能な一群の単語の、おびただしい数
におどろかされた。まずポリネシアの諸宗教の最高位の天皇子ddohが存在した」
(38山 39)。実際ロティが学ぽうとしている語奨を見ると、死の予感・霊魂・呪
術・精神の動揺などといった宗教的な概念 (41{閣の単語)ばかりが辞書形式でリ
ストアップされているのである。ララフと会話が出来るようになるための語学学習
とはかけ離れた目的のロティの語繋集は、タヒチの特に宗教・信仰・世界観を捉え
るためのマオリ民族の宗教用語入門となっている。最初の呂的であったララフとの
コミュニケーションは、すっかりタヒチ文化研究の方向へと向かっているようにみ
える。実際口ティにおいては、プリミティブな人間とその信仰・社会・文化に精通
することが最も重要なテーマだといっても過言ではない。
作品冒頭部のララフの紹介を見ると、ロティの友人「プランケットの覚書による
ララフの伝記的注釈J(9) の節において恋愛対象の女性を語ることよりも、ララ
フの伝記を通してオセアニアの風物及び養子習慣や家族制度が記録されている。続
いてオセアニアの「社会政策についてJにおいても、ララフを事例にオセアニアの
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社会の慣習が語られる。その部分を引用する。
三社会政策について
ララフの母は、自分の遠縁にあたるアピレ村のー老女のもとへやるために、
彼女〔ララフ〕を、女王の島、新島のタヒチへ連れて来たのであった。彼女は
かうして、子供はめったにその生みの母親の下には残さないといふ、マオ1)族
の古くからの習慣に従ったのである。そこには何処よりも大勢の養母や養父ど
も (faaamu)がゐて、一家族は見附かりしだいに出来あがる。かうした、子
供の伝統的交換といふものは、ポリネシアの俗習の独自的なものの一つである。
(10) 
この記述はララフの生い立ちを語るかのようにカムフラージュされているもの
の、実際はタヒチの「俗習j を記録するに過ぎない。たとえば、ララフは生みの母
と別れる際に何を感じたか、親やララフにとってその別れが何を意味したかはまっ
たく言及されていない。重要なのはマオリ民族における子供を養子に出すという習
慣であり、そしてそれを記述して西洋人に伝達することである。
タヒチの社会政策を語る部分は以上であげたものに留まらない。「社会政策及び
哲学J(48ω49) という部分も設けられている。その中では「タヒチ入のd性格j 分
析、タヒチで深く信じられている霊魂・死者の霊トゥパパフ、「オセアニアでは労
働といふことは知られてゐなしりということなどについて詳細な記録がなされてい
る。特にトゥパパフは現地の信仰・迷信の象徴として作中に頻出し、ロティが宗教
的な概念に特に注意を払っていることが窺える。「す01;papahdiとは、あらゆるポ
リネシア人たちの恐怖のまととなってゐる、刺青をした幽霊どもの名前で一一これ
自身がすでに怖ろしい、何とも翻訳できない奇怪な言葉であるJ(49)。そのよう
な現地人の日常に溶け込んだ宗教的な対象が知識として記されている。トゥパパフ
は現地の信仰の記録という意味では存在が大きいと言える。
またテクストにはポリネシアの昔話・伝説も挿入されている。例えばポモトゥス
の昔噺がポマレ女王から伝えられ、ロティによって以下のように書き留められてい
る。
ポモトゥス〔食人種が住む島〕の昔噺(ポマレ女王の語られしもの)
r(中略)私たちの全群島のうち一番最後に人間が住みに行ったのがこの島な
のである。昔は水の精どもがここで頑張ってゐて、その信天翁みたやうな巨大
な翼で海を激しく叩くので、誰も近寄れなかった。昔々のその昔、かうした水
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の精どもはタアロア神に撃ち投がれたJ(131 -132) 
ここでは引用符 IJが現地入から罰き取ったという信想性の装置として用いられ、
いかにも開き取り調査の方法が採用されている。この記述は恋愛謹とは無縁で、た
だこの伝承を記録することが重視されている。昔話の挿入によってテクストはフィ
クションよりもオセアニア特にタヒチの民族誌の記録として機能している。タヒチ
に留まらずその周辺の島々の政治・文化特に生活様式や食生活に穏する詳細な記述
も、恋愛物語とは男IJ次元の要素である。
以上にみてきたように、作品は恋愛讃的な要素を含んでいないことはもちろんな
いが、その主題はそれとは異なると思われる。テクストの内容からすると、作品は
あきらかにタヒチの文化ー風習・信仰などを焦点化している。すなわちタヒチの生
活様式・いわゆる儀式が作品のテーマであると言える。日曜日ごとに教会に通う女
性達(西洋化・信仰)、水辺に寝そべって労働を知らない人々(生計・経済)、パン
ノキの果実で生計を立てることができるという食生活(食文化)、一枚のムスリン
だけを着る人々(衣服)などといったタヒチという生活空間そのものが最も長く描
かれているのである。そのような傾向は設ノ議7語、として理解すべきではないだろう
か。ロティにとっては異文化の生活様式・日常生活を語る行為自体が大きな意味を
持ち、そのことが作品を書くことの白的となっている。容易に捉えるととが出来な
い新しい文化をエスノグラフィーという枠組みに入れ、体系的に認識しようとする
姿勢は19世紀特有の異文化理解かもしれない。岡谷が論じる「民俗学の先駆者」
としてのロティは『ロティの結婚』において最も明躍に現れていると断言できる。
その意味では作品は「太平洋異人種間恋愛護」をテーマにした「断片的Jな f小説」
であると言うよりも、エスノグラフィーのフィールド・ワークを経たアマチュアの
民族学者の記録である。
4.洗礼式の修辞学とロティのハイブ1)ディティ
ホミ・バーバは西洋帝国主義の所産として、身体的にインド人つまり非西洋の人
間でありながらも精神の面では西洋的なセンスを躍った人々を「ハイブリッドJと
形容している。帝国主義はそのような一種のスフインクス的な人間を自ら生みなが
らもそれに危機感を抱くとパーバは『文化の場所』において論じている130 そのよ
うなバーパの克解を意識しながらロティのハイブリッド性を考えたい。しかしロテ
ィの場合、身体は西洋的そしてセンスは非西洋的なものというようなニュアンスも
忘れてはならない。帝盟主義がその支配地域に生んだハイブリッドな人間は教化や
-59-
文明化のために暴力的、受動的に作られたのに対して、これから述べるように、口
ティのハイブリッド性は自発的なものであるという差異を持っている。
「ロティが一千八百七十二年一月二十五日、二十二年とト一日といふ歳に洗礼を
受けたJ(7) というのが『ロティの結婚』の書き出しである。「ロティはこの日ま
で、ハリ・グラントと呼ばれてゐて、戸籍簿にも〔大英〕帝国海軍の名簿にもこの
名を保存してゐたが、彼の友達は普通、ロティといふ呼び名を採ってゐたJ(8)。
洗礼を媒介に主人公はハリ・グラントというタヒチ人にとって発音しにくい西洋的
な名をやめ、熱帯の花の名前であるロティというタヒチ語の洗礼名を獲得している。
実際、ロティとはフランス海軍土官ジュリアン・ヴィオ(作家口ティの本名〉にタ
ヒチ女性が付けた名前であり、それ以降ヴ、ィオが筆名として使うようになったもの
である。
しかしながら問題は、西洋キリスト教文化圏の軍人がなぜ植民地タヒチで洗礼を
受けるのかという点である。面白いことに、洗礼式の場所としてはララフが日曜日
毎に通う教会があるにも関わらず、「口ティ」はそこでは洗礼を受けない。大英帝
国の軍人がタヒチの宮女と女王そして「ミモザやオレンジの樹々に留まれ、あたた
かい香りの大気につつまれてJ新しい名前をもらうというこの洗礼式は、どう考え
ても風変わりな光景である。植民地の人間が西洋人によって(教化され〉、教会と
いう西洋文明と宗教を象徴する空間の中で洗礼を受けるというのが(普通〉だとさ
れてきたからである。この場合は原始から文明への渡し舟として洗礼式が考えられ
る。しかしロティの場合の洗礼は、西洋的な名前という文明国の言語空間から、そ
れとコントラストをなす原始的な言語空間への移動となっている。さらに、それは
名前の変更という表面的な移動を超えた一種の解放であり、アイデンティティーの
シフトの始まりでもある。前にも触れたが、ロティはさきに本稿で(自己透明化〉
として整理した三つの行動によって、すでに西洋人・フランス人・軍人という自ら
のアイデンティティーを弱めている。それに加えてこの特殊な洗礼もその一環とし
て行われている。もともとの意味から考えると、洗礼は短く言えばキリスト教の信
者になるための儀式であり、水の清める力によって原罪を悔い改め、(新たな生命)
に蘇るための儀式である。ロティの脱皮した原罪とは植民地主義の営みであり、新
たに入手しようとしている生命とはまだ近代に犯されていない原始的な人間の生活
様式である。つまりロティの洗礼は現地人として生まれ変わろうとする邑論見であ
り、それが作者ロティの現地人への憧慢の強さを表している。
非西洋の地理空間にいるロティは、現地言語の名を獲得し、現地女性との同棲に
よって現地人と同様の生活様式を体験し始め、現地人化を試みている。このような
新たな自己の獲得に加えて、服装という手段による自己表現もロティのアイデンテ
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ィティー移動を具現化している。それは f私はただ白シャツとこの土地のパレオと
を著て〔着て〕、タヒチ人のやうな服で、手足をむき出して旅をした。そこで私は
幾度も土人に間違えられ、思わず自分がほんたうの土人のつもりで挨拶を返すので
あったJ(124) というところから読みとれる。ここでまずロティが現地人の服装
を身に纏う風景がある。 19世紀において現地人の服装着用とは、西洋人の権力者
の非西洋世界での特権的な〈娯楽)の一つであったかもしれない。しかし引用での
口ティの姿勢は、身体外部での自己表現体系として衣装を使うという意味合いや、
(娯楽)的な行為を超えている。ここではロティは原始人だと(見られる〉自己を
認識したうえでそれを肯定的に捉え、その眼差しによって自己実現という達成!惑を
得ている。つまり現地人に現地人だと思われた自分こそがロティにとって理想的な
のである。そのように思われると口ティは「思わずj 自分が本当の現地人の「つも
りJになって周囲の人々と交流するのである。その「つもりJになるという精神的
な身振りは「思わずJと形容されるにふさわしい偶然な出来事であるよりも、ロテ
ィにとっては実は手に入れつつあった現地人化をついに実現できる機会だ、ったのか
もしれない。
問題は帝国主義における植民者が被植民者によって現地人と同等の者と見られる
と、支配関係の基層である(差異)が見出せなくなるという点である。だから被植
民者のそのような眼差しの客体となることは一般には嫌悪の対象となると言える。
しかし口ティは逆にそこにこそ価値を見出しているというアンビヴァレンスを私た
ちは見逃すことができない。井上雅人は「衣服は身体を所有するための手段であり、
身体をメディアとして自己を表現する手段でもある。身体に対する不安と愛情が複
雑に絡み合って、常に他者の身体との差別化と同一化をはかろうとする目論見が、
装いの多様性をもたらしているともいえるJ14と言っている。ロティの自己の身体
に関するコンプレックスは従来からよく知られている。そのような口ティの個人的
で内面的な傾向は彼の自らの「身体に対する不安Jと絡み合っている。その結果口
ティにおいては一般に衣服は自分の身体からの逃避となる。しかし、口ティのタヒ
チ服への変装の場合は自己の身体からの逃避であるだけでなく、それ以上に西洋文
明の人間という属性または西洋人というエスニシティーからの自己の差別化である
ことが最も重要である。
口ティは変えられない身体と変えられる衣装の狭間で西洋と非西洋を行き来する
完全な植民者でも被植民者でもないハイブリッドな存在である。そこにこのテクス
トの帝国主義文学の中での狙自性を見出すことが出来る。
実際作者ロティはその日記において自らの自己認識を書いている。面白いことに、
そこで自分の中に二つの分裂した自己があると告白している。その中でも本当の自
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分というのはやはり「原始的で野蛮な種Jであるという記述がまさに『ロティの結
婚3における彼の現地人化・ハイブリディティを裏付けている150 そのような彼の
自己認識こそがテクストにおける西洋人という自己の属性の透明化と現地人化をも
たらしたと言える。また洗礼という西洋の宗教的な営みもロティのアイデンティテ
ィーシフトのために転用された儀式だと言えよう。
西洋と非西洋の狭間でどっちつかずに漂うロティは、ハイブリッドな存在である。
さらにすでに述べたとおり、ロティは専門家すなわち客観的な観察者としてではな
く、現地人への向化意識を背景にしてタヒチのエスノグラフィーを書いた。したが
って、本稿で論じた口ティのハイブリディティを通して見られる彼の現地への強い
関心と同化意識が『口ティの結婚Jのエスノグラフィーを生んだのであると言うこ
とができるのではないか。結果的にロティの現地人化・原始人化というプ口セスこ
そがテクストの重要な枠組みとなっており、だからこそテクストは彼好みの現地的
風景・生活様式・言語などを中心としているのである。そこから生まれたのは、上
述したような臆された植民地主義非難とポリネシアのエスノグラフィーである。彼
のタヒチ人との共同生活体験は、いわゆる観察や'情報収集をおこなう民族学的なフ
ィールド・ワークのような営みであったのかもしれない。またテクストの断片性は、
エスノグラフィーとしての現地に関する情報の雑多な収集に基づいた、記述のまと
まりのなさから生じたものだからである。口ティがエスノグラフィーの立場に立つ
常景には、彼の西洋文明に対する嫌悪に加えて非西洋世界でこそ自己を実現できる
という彼のプリミティヴへの情熱があることも言い添えておきたい。
5. おわりに
このように、フランス領ポリネシアのロマンス物語とされてきた『ロティの結婚』
は、ピエール・ロティのタヒチを対象とする民族学的な記述としても機能している。
それと同時に、テクストは恋愛語と裏腹に、 19世紀の英仏のポリネシアにまつわ
る政治的葛藤を隠された形で語っている。これまでロティは帝国主義者としてしか
見なされてこなかった。しかし彼は、政治的なイデオロギーよりも、異文化の生活
や文化いわば民族誌に強い憧'擦を持っていた。ロティの異文化、特に西洋近代の生
活様式を取り入れていない(原始的な)非西洋世界に対する眼差しは民俗学者的な
ものであったことを最後にもう一度述べたうえで本稿を終わらせることとしたい。
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